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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年4月9日(2020.4.9)

【公表番号】特表2018-505228(P2018-505228A)
【公表日】平成30年2月22日(2018.2.22)
【年通号数】公開・登録公報2018-007
【出願番号】特願2017-561611(P2017-561611)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 279/36     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  21/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/5415   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 417/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 417/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  279/36     　　　　
   Ａ６１Ｐ    9/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   21/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/14     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/28     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/16     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/5415   　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １０５　
   Ｃ０７Ｄ  417/04     　　　　
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【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年2月21日(2020.2.21)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式：

【化１】
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（式中、
　Ｙは、＝Ｏまたは＝Ｎ＋Ｒ４Ｒ５Ｘ－であり、式中、Ｘ－は対イオンであり；
　Ｒ１は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキ
ニル、－ＯＲ７、－ＳＲ７、または－Ｎ（Ｒ７）２であり、各々がハロゲン、－ＣＮ、－
ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８

２、－
ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８

２、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル
、アリール、ヘテロアリール、及び複素環から選択される１～４つの置換基で場合により
置換され、各シクロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素
環は、１つ以上のＲ９で場合により置換され、そしてＲ３は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ

２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキニル、または－ＯＲ７であり、各々がハロゲ
ン、－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、
－ＮＲ８

２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シ

クロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環から選択される１～４つの置換
基で場合により置換され、各シクロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリ
ール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換されるか；または
　Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキニル、
－ＯＲ７、－ＳＲ７、または－Ｎ（Ｒ７）２であり、各々がハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２

、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８
２、－ＣＯ２

Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、アリ

ール、ヘテロアリール、及び複素環から選択される１～４つの置換基で場合により置換さ
れ、各シクロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、
１つ以上のＲ９で場合により置換され、そしてＲ３は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ

２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキニル、または－ＯＲ７であり、各々がハロゲ
ン、－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、
－ＮＲ８

２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シ

クロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環から選択される１～４つの置換
基で場合により置換され、各シクロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリ
ール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換され；
　各Ｒ７は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、またはハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）で
あり；
　各Ｒ８は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～
Ｃ８シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキ
ル）、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキ
ル）、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、または複素環（Ｃ１～Ｃ６アルキル）で
あり、各シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、１つ以上のＲ９で
場合により置換され；
　各Ｒ９は、独立してハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｎ３、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ
（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、
またはジＣ１～Ｃ６アルキルアミノであり；
　Ｒ２は、－Ｎ（Ｒ１２）２であり、Ｒ１２基は、それらが結合している窒素と共に、１
つ以上のＲ９で場合により置換された複素環を形成し；
　Ｒ４及びＲ５は、それらが結合している窒素と共に、１つ以上のＲ９で場合により置換
された複素環を形成し；
　各Ｒ６は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アル
キニル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、アリール、ヘテロア
リール、複素環、－ＯＲ１０、または－Ｎ（Ｒ１１）２であり、各アルキル、アルケニル
、及びアルキニルは、ハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～
Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８

２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２、Ｒ９で場合に

より置換されたＣ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｒ９で場合により置換されたＣ３～Ｃ８シク
ロアルケニル、Ｒ９で場合により置換されたアリール、Ｒ９で場合により置換されたヘテ
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ロアリール、及びＲ９で場合により置換された複素環から選択される１～４つの置換基で
場合により置換され；
　Ｒ１０は、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ８シクロアル
キル、アリール、ヘテロアリール、複素環、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ

８シクロアルキル（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、ヘテロア
リール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、または複素環（Ｃ１～Ｃ６アルキル）であり、各シクロ
アルキル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換され；
　各Ｒ１１は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、または
Ｃ２～Ｃ２０アルキニルである）
の化合物、または、化合物
【化２】
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【化３】

または、式
【化４】

（式中、
　Ｘ－は、対イオンであり；
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　Ｒ１は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキ
ニル、－ＯＲ７、－ＳＲ７、－ＮＨＲ７、または－Ｎ（Ｒ７）２であり、各々がハロゲン
、－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－
ＮＲ８

２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シク

ロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環から選択される１～４つの置換基
で場合により置換され、各シクロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリー
ル、及び複素環は、１つ以上のＲ９で場合により置換され；
　各Ｒ７は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、またはハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）で
あり；
　各Ｒ８は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～
Ｃ８シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキ
ル）、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキ
ル）、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、または複素環（Ｃ１～Ｃ６アルキル）で
あり、各シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、１つ以上のＲ９で
場合により置換され；
　各Ｒ９は、独立してハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｎ３、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ
（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、
またはジＣ１～Ｃ６アルキルアミノであり；
　Ｒ２及びＲ６は、独立して－Ｎ（Ｒ１１）２であり；
　各Ｒ１１は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、または
Ｃ２～Ｃ２０アルキニルであり；
　Ｒ３は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキ
ニル、または－ＯＲ７であり、各々がハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル
、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８

２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２

、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール
、及び複素環から選択される１～４つの置換基で場合により置換され、各シクロアルキル
、シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換
され；
　Ｒ４及びＲ５は、独立してＣ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、またはＣ

２～Ｃ２０アルキニルであり、各々がハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル
、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８

２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２

、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール
、及び複素環から選択される１～４つの置換基で場合により置換され、各シクロアルキル
、シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換
され；
　Ｒ１０は、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ８シクロアル
キル、アリール、ヘテロアリール、複素環、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ

８シクロアルキル（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、ヘテロア
リール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、または複素環（Ｃ１～Ｃ６アルキル）であり、各シクロ
アルキル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換され；
　Ｒ７は、水素または－Ｎ（Ｒ１１）２である）
の化合物。
【請求項２】
　式：
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【化５】

（式中、
　Ｙは、＝Ｏまたは＝Ｎ＋Ｒ４Ｒ５Ｘ－であり、式中、Ｘ－は対イオンであり；
　Ｒ１は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキ
ニル、－ＯＲ７、－ＳＲ７、または－Ｎ（Ｒ７）２であり、各々がハロゲン、－ＣＮ、－
ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８

２、－
ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８

２、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル
、アリール、ヘテロアリール、及び複素環から選択される１～４つの置換基で場合により
置換され、各シクロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素
環は、１つ以上のＲ９で場合により置換され、そしてＲ３は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ

２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキニル、または－ＯＲ７であり、各々がハロゲ
ン、－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、
－ＮＲ８

２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シ

クロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環から選択される１～４つの置換
基で場合により置換され、各シクロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリ
ール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換されるか；または
　Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキニル、
－ＯＲ７、－ＳＲ７、または－Ｎ（Ｒ７）２であり、各々がハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２

、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８
２、－ＣＯ２

Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、アリ

ール、ヘテロアリール、及び複素環から選択される１～４つの置換基で場合により置換さ
れ、各シクロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、
１つ以上のＲ９で場合により置換され、そしてＲ３は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ

２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキニル、または－ＯＲ７であり、各々がハロゲ
ン、－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、
－ＮＲ８

２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シ

クロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環から選択される１～４つの置換
基で場合により置換され、各シクロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリ
ール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換され；
　各Ｒ７は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、またはハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）で
あり；
　各Ｒ８は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～
Ｃ８シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキ
ル）、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキ
ル）、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、または複素環（Ｃ１～Ｃ６アルキル）で
あり、各シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、１つ以上のＲ９で
場合により置換され；
　各Ｒ９は、独立してハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｎ３、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ
（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、
またはジＣ１～Ｃ６アルキルアミノであり；
　Ｒ２は、－Ｎ（Ｒ１２）２であり、Ｒ１２基は、それらが結合している窒素と共に、１
つ以上のＲ９で場合により置換された複素環を形成し；
　Ｒ４及びＲ５は、それらが結合している窒素と共に、１つ以上のＲ９で場合により置換
された複素環を形成し；
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　各Ｒ６は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アル
キニル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、アリール、ヘテロア
リール、複素環、－ＯＲ１０、または－Ｎ（Ｒ１１）２であり、各アルキル、アルケニル
、及びアルキニルは、ハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～
Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８

２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２、Ｒ９で場合に

より置換されたＣ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｒ９で場合により置換されたＣ３～Ｃ８シク
ロアルケニル、Ｒ９で場合により置換されたアリール、Ｒ９で場合により置換されたヘテ
ロアリール、及びＲ９で場合により置換された複素環から選択される１～４つの置換基で
場合により置換され；
　Ｒ１０は、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ８シクロアル
キル、アリール、ヘテロアリール、複素環、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ

８シクロアルキル（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、ヘテロア
リール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、または複素環（Ｃ１～Ｃ６アルキル）であり、各シクロ
アルキル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換され；
　各Ｒ１１は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、または
Ｃ２～Ｃ２０アルキニルである）
の化合物である、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】



(8) JP 2018-505228 A5 2020.4.9

【化６】

【化７】

である、化合物。
【請求項４】
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　Ｒ１が、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキニル、
－ＯＲ７、－ＳＲ７、または－Ｎ（Ｒ７）２であり、各々がハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２

、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８
２、－ＣＯ２

Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、アリ

ール、ヘテロアリール、及び複素環から選択される１～４つの置換基で場合により置換さ
れ、各シクロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、
１つ以上のＲ９で場合により置換される、請求項２に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ１が、－ＯＲ８、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、または
アリールで場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シク
ロアルケニル、及びアリールは、Ｒ９で場合により置換される、請求項２に記載の化合物
。
【請求項６】
　Ｒ１が、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、またはアリールで
場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シクロアルケニ
ル、及びアリールは、Ｒ９で場合により置換される、請求項２に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ１が、－ＯＲ７であり、Ｒ７は、Ｃ１～Ｃ６アルキルである、請求項２に記載の化合
物。
【請求項８】
　Ｒ２が、ピペラジニル、ピペリジニル、モルホリニル、ピロリジニル、アゼパニル、ま
たはジアゼパニルであり、各々が１つ以上のＲ９で場合により置換される、請求項２に記
載の化合物。
【請求項９】
　Ｒ３が、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキニル、
または－ＯＲ７であり、各々がハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ
（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８

２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２、Ｃ３

～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び
複素環から選択される１～４つの置換基で場合により置換され、各シクロアルキル、シク
ロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換される
、請求項２に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｒ３が、非置換Ｃ１～Ｃ２０アルキルである、請求項２に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｒ３が、－ＯＲ８、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、または
アリールで場合により置換されたＣ５～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シク
ロアルケニル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、請求項２に記載の化合物
。
【請求項１２】
　Ｒ３が、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、またはアリールで
場合により置換されたＣ５～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シクロアルケニ
ル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、請求項２に記載の化合物。
【請求項１３】
　Ｒ３が、非置換Ｃ５～Ｃ２０アルキルである、請求項２に記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｒ３が、－ＯＲ８、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、または
アリールで場合により置換されたＣ７～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シク
ロアルケニル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、請求項２に記載の化合物
。
【請求項１５】
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　Ｒ３が、非置換Ｃ７～Ｃ２０アルキルである、請求項２に記載の化合物。
【請求項１６】
　Ｒ３が、－ＯＲ８、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、または
アリールで場合により置換されたＣ１０～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シ
クロアルケニル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、請求項２に記載の化合
物。
【請求項１７】
　Ｒ３が、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、またはアリールで
場合により置換されたＣ１０～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シクロアルケ
ニル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、請求項２に記載の化合物。
【請求項１８】
　Ｒ３が、非置換Ｃ１０～Ｃ２０アルキルである、請求項２に記載の化合物。
【請求項１９】
　Ｒ３がヘプタデシルである、請求項２に記載の化合物。
【請求項２０】
　Ｒ６が水素である、請求項２に記載の化合物。
【請求項２１】
　Ｒ６が、－Ｎ（Ｒ１１）２である、請求項２に記載の化合物。
【請求項２２】
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【化８】
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【化９】

である、化合物。
【請求項２３】
【化１０】

である、化合物。
【請求項２４】
　請求項１～２３のいずれか１項に記載の化合物と、許容される担体、賦形剤及び／また
は希釈剤とを含む、医薬組成物。
【請求項２５】
　ＡＴＰ産生の減少及び／または酸化ストレス及び／または脂質過酸化をもたらすミトコ
ンドリア機能の低下と関連する疾患の処置または抑制のための組成物であって、有効量の
請求項１～２３のいずれか１項に記載の１種以上の化合物を含む、組成物。
【請求項２６】
　前記疾患が、フリードライヒ失調症、レーベル遺伝性視神経症、カーンズ－セイヤー症
候群、ミトコンドリア脳筋症・乳酸アシドーシス・脳卒中様発作症候群、リー症候群、筋
萎縮性側索硬化症、ハンチントン病、アルツハイマー病及びパーキンソン病からなる群か
ら選択される、請求項２５に記載の組成物。
【請求項２７】
　前記疾患が、フリードライヒ失調症である、請求項２５に記載の組成物。
【請求項２８】
　呼吸鎖障害を伴うミトコンドリアの処置または保護のための組成物であって、有効量の
請求項１～２３のいずれか１項に記載の１種以上の化合物を含む、組成物。
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【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
　したがって、一態様では、本開示は、式（Ｉ）：
【化１】

（式中、
Ｙは、＝Ｏまたは＝Ｎ＋Ｒ４Ｒ５Ｘ－であり、式中、Ｘ－は対イオンであり；
Ｒ１は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキニ
ル、－ＯＲ７、－ＳＲ７、または－Ｎ（Ｒ７）２であり、各々がハロゲン、－ＣＮ、－Ｎ
Ｏ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８

２、－Ｃ
Ｏ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８

２、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、
アリール、ヘテロアリール、及び複素環から選択される１～４つの置換基で場合により置
換され、各シクロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環
は、１つ以上のＲ９で場合により置換され；
各Ｒ７は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、またはハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）であ
り；
各Ｒ８は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ

８シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル
）、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル
）、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、または複素環（Ｃ１～Ｃ６アルキル）であ
り、各シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、１つ以上のＲ９で場
合により置換され；
各Ｒ９は、独立してハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｎ３、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（
Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、ま
たはジＣ１～Ｃ６アルキルアミノであり；
Ｒ２は、－Ｎ（Ｒ１２）２であり、Ｒ１２基は、それらが結合している窒素と共に、１つ
以上のＲ９で場合により置換された複素環を形成し；
Ｒ３は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキニ
ル、または－ＯＲ７であり、各々がハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、
ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８

２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２、

Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、
及び複素環から選択される１～４つの置換基で場合により置換され、各シクロアルキル、
シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換さ
れ；
Ｒ４及びＲ５は、それらが結合している窒素と共に、１つ以上のＲ９で場合により置換さ
れた複素環を形成し；
各Ｒ６は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキ
ニル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリ
ール、複素環、－ＯＲ１０、または－Ｎ（Ｒ１１）２であり、各アルキル、アルケニル、
及びアルキニルは、ハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ
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６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８
２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８

２、Ｒ９で場合によ
り置換されたＣ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｒ９で場合により置換されたＣ３～Ｃ８シクロ
アルケニル、Ｒ９で場合により置換されたアリール、Ｒ９で場合により置換されたヘテロ
アリール、及びＲ９で場合により置換された複素環から選択される１～４つの置換基で場
合により置換され；
Ｒ１０は、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキ
ル、アリール、ヘテロアリール、複素環、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ８

シクロアルキル（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、ヘテロアリ
ール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、または複素環（Ｃ１～Ｃ６アルキル）であり、各シクロア
ルキル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換され；
各Ｒ１１は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、またはＣ

２～Ｃ２０アルキニルである）
の化合物を提供する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
　本開示の別の態様は、式（ＩＩ）：
【化２】

（式中、
Ｘ－は、対イオンであり；
Ｒ１は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキニ
ル、－ＯＲ７、－ＳＲ７、－ＮＨＲ７、または－Ｎ（Ｒ７）２であり、各々がハロゲン、
－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－Ｎ
Ｒ８

２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロ

アルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環から選択される１～４つの置換基で
場合により置換され、各シクロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール
、及び複素環は、１つ以上のＲ９で場合により置換され；
各Ｒ７は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、またはハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）であ
り；
各Ｒ８は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ

８シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル
）、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル
）、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、または複素環（Ｃ１～Ｃ６アルキル）であ
り、各シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、１つ以上のＲ９で場
合により置換され；
各Ｒ９は、独立してハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｎ３、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（
Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、ま
たはジＣ１～Ｃ６アルキルアミノであり；
Ｒ２及びＲ６は、独立して－Ｎ（Ｒ１１）２であり；
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各Ｒ１１は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、またはＣ

２～Ｃ２０アルキニルであり；
Ｒ３は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキニ
ル、または－ＯＲ７であり、各々がハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、
ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８

２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２、

Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、
及び複素環から選択される１～４つの置換基で場合により置換され、各シクロアルキル、
シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換さ
れ；
Ｒ４及びＲ５は、独立してＣ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、またはＣ２

～Ｃ２０アルキニルであり、各々がハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、
ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８

２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２、

Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、
及び複素環から選択される１～４つの置換基で場合により置換され、各シクロアルキル、
シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換さ
れ；
Ｒ１０は、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキ
ル、アリール、ヘテロアリール、複素環、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ８

シクロアルキル（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、ヘテロアリ
ール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、または複素環（Ｃ１～Ｃ６アルキル）であり、各シクロア
ルキル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換され；
Ｒ７は、水素または－Ｎ（Ｒ１１）２である）
の化合物を提供する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
　一態様では、本開示は、式（Ｉ）：
【化３】

（式中、
Ｙは、＝Ｏまたは＝Ｎ＋Ｒ４Ｒ５Ｘ－であり、式中、Ｘ－は対イオンであり；
Ｒ１は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキニ
ル、－ＯＲ７、－ＳＲ７、または－Ｎ（Ｒ７）２であり、各々がハロゲン、－ＣＮ、－Ｎ
Ｏ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８

２、－Ｃ
Ｏ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８

２、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、
アリール、ヘテロアリール、及び複素環から選択される１～４つの置換基で場合により置
換され、各シクロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環
は、１つ以上のＲ９で場合により置換され；
各Ｒ７は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、またはハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）であ
り；
各Ｒ８は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ
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８シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル
）、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル
）、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、または複素環（Ｃ１～Ｃ６アルキル）であ
り、各シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、１つ以上のＲ９で場
合により置換され；
各Ｒ９は、独立してハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｎ３、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（
Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、ま
たはジＣ１～Ｃ６アルキルアミノであり；
Ｒ２は、－Ｎ（Ｒ１２）２であり、Ｒ１２基は、それらが結合している窒素と共に、１つ
以上のＲ９で場合により置換された複素環を形成し；
Ｒ３は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキニ
ル、または－ＯＲ７であり、各々がハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、
ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８

２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２、

Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、
及び複素環から選択される１～４つの置換基で場合により置換され、各シクロアルキル、
シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換さ
れ；
Ｒ４及びＲ５は、それらが結合している窒素と共に、１つ以上のＲ９で場合により置換さ
れた複素環を形成し；
各Ｒ６は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキ
ニル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリ
ール、複素環、－ＯＲ１０、または－Ｎ（Ｒ１１）２であり、各アルキル、アルケニル、
及びアルキニルは、ハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ

６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８
２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８

２、Ｒ９で場合によ
り置換されたＣ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｒ９で場合により置換されたＣ３～Ｃ８シクロ
アルケニル、Ｒ９で場合により置換されたアリール、Ｒ９で場合により置換されたヘテロ
アリール、及びＲ９で場合により置換された複素環から選択される１～４つの置換基で場
合により置換され；
Ｒ１０は、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキ
ル、アリール、ヘテロアリール、複素環、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ８

シクロアルキル（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、ヘテロアリ
ール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、または複素環（Ｃ１～Ｃ６アルキル）であり、各シクロア
ルキル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換され；
各Ｒ１１は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、またはＣ

２～Ｃ２０アルキニルである）
の化合物を提供する。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
　一態様では、本開示は、式（ＩＩ）：
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【化５】

（式中、
Ｘ－は、対イオンであり；
Ｒ１は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキニ
ル、－ＯＲ７、－ＳＲ７、－ＮＨＲ７、または－Ｎ（Ｒ７）２であり、各々がハロゲン、
－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－Ｎ
Ｒ８

２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロ

アルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環から選択される１～４つの置換基で
場合により置換され、各シクロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール
、及び複素環は、１つ以上のＲ９で場合により置換され；
各Ｒ７は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、またはハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）であ
り；
各Ｒ８は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ

８シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル
）、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル
）、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、または複素環（Ｃ１～Ｃ６アルキル）であ
り、各シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、１つ以上のＲ９で場
合により置換され；
各Ｒ９は、独立してハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｎ３、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（
Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、ま
たはジＣ１～Ｃ６アルキルアミノであり；
Ｒ２及びＲ６は、独立して－Ｎ（Ｒ１１）２であり；
各Ｒ１１は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、またはＣ

２～Ｃ２０アルキニルであり；
Ｒ３は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキニ
ル、または－ＯＲ７であり、各々がハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、
ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８

２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２、

Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、
及び複素環から選択される１～４つの置換基で場合により置換され、各シクロアルキル、
シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換さ
れ；
Ｒ４及びＲ５は、独立してＣ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、またはＣ２

～Ｃ２０アルキニルであり、各々がハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、
ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８

２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２、

Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、
及び複素環から選択される１～４つの置換基で場合により置換され、各シクロアルキル、
シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換さ
れ；
Ｒ１０は、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキ
ル、アリール、ヘテロアリール、複素環、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ８

シクロアルキル（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、ヘテロアリ
ール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、または複素環（Ｃ１～Ｃ６アルキル）であり、各シクロア
ルキル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換され；
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Ｒ７は、水素または－Ｎ（Ｒ１１）２である）
の化合物を提供する。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１６８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１６８】
　本明細書に記載される実施例及び実施形態は、単に例示を目的とするものであり、それ
らを考慮した様々な修正または変更が当業者に示唆されることになり、本出願の趣旨及び
範囲内ならびに添付の特許請求の範囲内に組み込まれるべきであると理解される。本明細
書で引用された全ての刊行物、特許、及び特許出願は、あらゆる目的のために参照によっ
て本明細書に組み込まれる。
　本発明の実施形態の例として、以下の項目が挙げられる。
（項目１）
　式：
【化２７】

（式中、
Ｙは、＝Ｏまたは＝Ｎ＋Ｒ４Ｒ５Ｘ－であり、式中、Ｘ－は対イオンであり；
Ｒ１は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキニ
ル、－ＯＲ７、－ＳＲ７、または－Ｎ（Ｒ７）２であり、各々がハロゲン、－ＣＮ、－Ｎ
Ｏ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８

２、－Ｃ
Ｏ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８

２、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、
アリール、ヘテロアリール、及び複素環から選択される１～４つの置換基で場合により置
換され、各シクロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環
は、１つ以上のＲ９で場合により置換され；
各Ｒ７は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、またはハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）であ
り；
各Ｒ８は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ

８シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル
）、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル
）、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、または複素環（Ｃ１～Ｃ６アルキル）であ
り、各シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、１つ以上のＲ９で場
合により置換され；
各Ｒ９は、独立してハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｎ３、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（
Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、ま
たはジＣ１～Ｃ６アルキルアミノであり；
Ｒ２は、－Ｎ（Ｒ１２）２であり、Ｒ１２基は、それらが結合している窒素と共に、１つ
以上のＲ９で場合により置換された複素環を形成し；
Ｒ３は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキニ
ル、または－ＯＲ７であり、各々がハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、
ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８

２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２、

Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、
及び複素環から選択される１～４つの置換基で場合により置換され、各シクロアルキル、
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シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換さ
れ；
Ｒ４及びＲ５は、それらが結合している前記窒素と共に、１つ以上のＲ９で場合により置
換された複素環を形成し；
各Ｒ６は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキ
ニル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリ
ール、複素環、－ＯＲ１０、または－Ｎ（Ｒ１１）２であり、各アルキル、アルケニル、
及びアルキニルは、ハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ

６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８
２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８

２、Ｒ９で場合によ
り置換されたＣ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｒ９で場合により置換されたＣ３～Ｃ８シクロ
アルケニル、Ｒ９で場合により置換されたアリール、Ｒ９で場合により置換されたヘテロ
アリール、及びＲ９で場合により置換された複素環から選択される１～４つの置換基で場
合により置換され；
Ｒ１０は、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキ
ル、アリール、ヘテロアリール、複素環、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ８

シクロアルキル（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、ヘテロアリ
ール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、または複素環（Ｃ１～Ｃ６アルキル）であり、各シクロア
ルキル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換され；
各Ｒ１１は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、またはＣ

２～Ｃ２０アルキニルである）
の化合物。
（項目２）
　Ｒ１が、水素、場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキル、場合により置換されたＣ

２～Ｃ２０アルケニル、場合により置換されたＣ２～Ｃ２０アルキニル、または－ＯＲ７

である、項目１に記載の化合物。
（項目３）
　Ｒ１が水素である、項目２に記載の化合物。
（項目４）
　Ｒ１が、場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキルである、項目２に記載の化合物。
（項目５）
　Ｒ１が、－ＯＲ８、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、または
アリールで場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シク
ロアルケニル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、項目４に記載の化合物。
（項目６）
　Ｒ１が、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、またはアリールで
場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シクロアルケニ
ル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、項目５に記載の化合物。
（項目７）
　Ｒ１が－ＯＲ７であり、Ｒ７がＣ１～Ｃ６アルキルである、項目２に記載の化合物。
（項目８）
　Ｒ２が、ピペラジニル、ピペリジニル、モルホリニル、ピロリジニル、アゼパニル、ま
たはジアゼパニルであり、各々が１つ以上のＲ９で場合により置換される、項目１～７の
いずれか１項に記載の化合物。
（項目９）
　Ｒ２が、１つ以上のＲ９で場合により置換されたピペリジニルである、項目１～７のい
ずれか１項に記載の化合物。
（項目１０）
　Ｒ２が非置換ピペリジニルである、項目９に記載の化合物。
（項目１１）
　Ｒ２が、１つ以上のＲ９で場合により置換されたモルホリニルである、項目１～７のい
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ずれか１項に記載の化合物。
（項目１２）
　Ｒ２が非置換モルホリニルである、項目１１に記載の化合物。
（項目１３）
　Ｒ３が、水素、場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキル、または－ＯＲ７である、
項目１～１２のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１４）
　Ｒ３が水素である、項目１３に記載の化合物。
（項目１５）
　Ｒ３が、場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキルである、項目１３に記載の化合物
。
（項目１６）
　Ｒ３が、－ＯＲ８、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、または
アリールで場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シク
ロアルケニル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、項目１５に記載の化合物
。
（項目１７）
　Ｒ３が、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、またはアリールで
場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シクロアルケニ
ル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、項目１６に記載の化合物。
（項目１８）
　Ｒ３が、非置換Ｃ１～Ｃ２０アルキルである、項目１６に記載の化合物。
（項目１９）
　Ｒ３が、－ＯＲ８、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、または
アリールで場合により置換されたＣ５～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シク
ロアルケニル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、項目１５に記載の化合物
。
（項目２０）
　Ｒ３が、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、またはアリールで
場合により置換されたＣ５～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シクロアルケニ
ル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、項目１９に記載の化合物。
（項目２１）
　Ｒ３が、非置換Ｃ５～Ｃ２０アルキルである、項目１９に記載の化合物。
（項目２２）
　Ｒ３が、－ＯＲ８、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、または
アリールで場合により置換されたＣ７～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シク
ロアルケニル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、項目１５に記載の化合物
。
（項目２３）
　Ｒ３が、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、またはアリールで
場合により置換されたＣ７～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シクロアルケニ
ル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、項目２２に記載の化合物。
（項目２４）
　Ｒ３が、非置換Ｃ７～Ｃ２０アルキルである、項目２２に記載の化合物。
（項目２５）
　Ｒ３が、－ＯＲ８、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、または
アリールで場合により置換されたＣ１０～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シ
クロアルケニル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、項目１５に記載の化合
物。
（項目２６）
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　Ｒ３が、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、またはアリールで
場合により置換されたＣ１０～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シクロアルケ
ニル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、項目２５に記載の化合物。
（項目２７）
　Ｒ３が、非置換Ｃ１０～Ｃ２０アルキルである、項目２５に記載の化合物。
（項目２８）
　Ｒ３がヘプタデシルである、項目１５に記載の化合物。
（項目２９）
　Ｒ３が－ＯＲ７であり、Ｒ７がＣ１～Ｃ６アルキルである、項目１３に記載の化合物。
（項目３０）
　Ｙが＝Ｏである、項目１～２９のいずれか１項に記載の化合物。
（項目３１）
　Ｙが＝Ｎ＋Ｒ４Ｒ５Ｘ－である、項目１～２９のいずれか１項に記載の化合物。
（項目３２）
　Ｒ４が、場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキルである、項目３１に記載の化合物
。
（項目３３）
　Ｒ４が、Ｃ１～Ｃ６アルキルである、項目３２に記載の化合物。
（項目３４）
　Ｒ５が、場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキルである、項目３１に記載の化合物
。
（項目３５）
　Ｒ５が、Ｃ１～Ｃ６アルキルである、項目３４に記載の化合物。
（項目３６）
　Ｒ４及びＲ５が、それらが結合している窒素と共に、ピペラジニル、ピペリジニル、モ
ルホリニル、ピロリジニル、アゼパニル、またはジアゼパニルを形成し、各々が１つ以上
のＲ９で場合により置換される、項目３１に記載の化合物。
（項目３７）
　Ｒ４及びＲ５が、それらが結合している窒素と共に、１つ以上のＲ９で場合により置換
されたピペリジニルを形成する、項目３６に記載の化合物。
（項目３８）
　Ｒ４及びＲ５が、それらが結合している窒素と共に、非置換ピペリジニルを形成する、
項目３６に記載の化合物。
（項目３９）
　Ｒ４及びＲ５が、それらが結合している窒素と共に、１つ以上のＲ９で場合により置換
されたモルホリニルを形成する、項目３６に記載の化合物。
（項目４０）
　Ｒ４及びＲ５が、それらが結合している窒素と共に、非置換モルホリニルを形成する、
項目３６に記載の化合物。
（項目４１）
　Ｘ－がハロゲンであるか、またはＸ－がＩ－である、項目３１～４０のいずれか１項に
記載の化合物。
（項目４２）
　Ｒ６が、水素、場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキル、または－Ｎ（Ｒ１１）２

である、項目１～４１のいずれか１項に記載の化合物。
（項目４３）
　Ｒ６が、水素または場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキルである、項目１～４１
のいずれか１項に記載の化合物。
（項目４４）
　Ｒ６が水素である、項目４３に記載の化合物。
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（項目４５）
　Ｒ６が、－ＯＲ８、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、または
アリールで場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シク
ロアルケニル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、項目４３に記載の化合物
。
（項目４６）
　Ｒ６が、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、またはアリールで
場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シクロアルケニ
ル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、項目４５に記載の化合物。
（項目４７）
　Ｒ６が、－Ｎ（Ｒ１１）２である、項目１～４１のいずれか１項に記載の化合物。
（項目４８）
　各Ｒ１１が、独立して水素またはＣ１～Ｃ２０アルキルである、項目４７に記載の化合
物。
（項目４９）
　各Ｒ１１が、独立して水素またはＣ１～Ｃ６アルキルである、項目４７に記載の化合物
。
（項目５０）
　各Ｒ１１が、独立してＣ１～Ｃ６アルキルである、項目４７に記載の化合物。
（項目５１）
　各Ｒ１１が、独立してメチルである、項目４７に記載の化合物。
（項目５２）
　Ｒ６が－ＯＲ１０であり、Ｒ１０が、Ｒ９で場合により置換されたＣ１～Ｃ６アルキル
である、項目１～４１のいずれか１項に記載の化合物。
（項目５３）
　Ｒ６が－ＯＲ１０であり、Ｒ１０が、アリールまたはアリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）
であり、各アリールがＲ９で場合により置換される、項目１～４１のいずれか１項に記載
の化合物。
（項目５４）
【化２８－１】
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【化２８－２】
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【化２８－３】

である、項目１に記載の化合物。
（項目５５）
　式：

【化２９】

（式中、
Ｘ－は、対イオンであり；
Ｒ１は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキニ
ル、－ＯＲ７、－ＳＲ７、－ＮＨＲ７、または－Ｎ（Ｒ７）２であり、各々がハロゲン、
－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－Ｎ
Ｒ８

２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロ

アルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環から選択される１～４つの置換基で
場合により置換され、各シクロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール
、及び複素環は、１つ以上のＲ９で場合により置換され；
各Ｒ７は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、またはハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）であ
り；
各Ｒ８は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ

８シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル
）、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル
）、ヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、または複素環（Ｃ１～Ｃ６アルキル）であ
り、各シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、１つ以上のＲ９で場
合により置換され；
各Ｒ９は、独立してハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｎ３、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（
Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、ま
たはジＣ１～Ｃ６アルキルアミノであり；
Ｒ２及びＲ６は、独立して－Ｎ（Ｒ１１）２であり；
各Ｒ１１は、独立して水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、またはＣ

２～Ｃ２０アルキニルであり；
Ｒ３は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、Ｃ２～Ｃ２０アルキニ
ル、または－ＯＲ７であり、各々がハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、
ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８

２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８
２、

Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、
及び複素環から選択される１～４つの置換基で場合により置換され、各シクロアルキル、
シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換さ
れ；
Ｒ４及びＲ５は、独立してＣ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～Ｃ２０アルケニル、またはＣ２

～Ｃ２０アルキニルであり、各々がハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ６アルキル、
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ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、－ＯＲ８、－ＮＲ８
２、－ＣＯ２Ｒ８、－ＣＯＮＲ８

２、
Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、
及び複素環から選択される１～４つの置換基で場合により置換され、各シクロアルキル、
シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換さ
れ；
Ｒ１０は、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロ（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキ
ル、アリール、ヘテロアリール、複素環、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、Ｃ３～Ｃ８

シクロアルキル（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、アリール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、ヘテロアリ
ール（Ｃ１～Ｃ６アルキル）、または複素環（Ｃ１～Ｃ６アルキル）であり、各シクロア
ルキル、アリール、ヘテロアリール、及び複素環は、Ｒ９で場合により置換され；
Ｒ７は、水素または－Ｎ（Ｒ１１）２である）
の化合物。
（項目５６）
　Ｒ１が、水素、場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキル、場合により置換されたＣ

２～Ｃ２０アルケニル、場合により置換されたＣ２～Ｃ２０アルキニル、または－ＯＲ７

である、項目５５に記載の化合物。
（項目５７）
　Ｒ１が水素である、項目５６に記載の化合物。
（項目５８）
　Ｒ１が、場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキルである、項目５６に記載の化合物
。
（項目５９）
　Ｒ１が、－ＯＲ８、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、または
アリールで場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シク
ロアルケニル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、項目５６に記載の化合物
。
（項目６０）
　Ｒ１が、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、またはアリールで
場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シクロアルケニ
ル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、項目５６に記載の化合物。
（項目６１）
　Ｒ１が－ＯＲ７であり、Ｒ７がＣ１～Ｃ６アルキルである、項目５５に記載の化合物。
（項目６２）
　Ｒ２が、－Ｎ（Ｒ１１）２であり、各Ｒ１１が、独立してＣ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２

～Ｃ２０アルケニル、またはＣ２～Ｃ２０アルキニルである、項目５５～６１のいずれか
１項に記載の化合物。
（項目６３）
　Ｒ２が、－Ｎ（Ｒ１１）２であり、各Ｒ１１が、独立してＣ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～
Ｃ６アルケニル、またはＣ２～Ｃ６アルキニルである、項目５５～６１のいずれか１項に
記載の化合物。
（項目６４）
　Ｒ２が、－Ｎ（Ｒ１１）２であり、各Ｒ１１が、独立してＣ１～Ｃ２０アルキルである
、項目５５～６１のいずれか１項に記載の化合物。
（項目６５）
　各Ｒ１１が、独立してＣ１～Ｃ６アルキルである、項目６４に記載の化合物。
（項目６６）
　Ｒ２が、－Ｎ（ＣＨ３）２である、項目５５～６１のいずれか１項に記載の化合物。
（項目６７）
　Ｒ３が、水素、場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキル、または－ＯＲ７である、
項目５５～６６のいずれか１項に記載の化合物。
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（項目６８）
　Ｒ３が水素である、項目６７に記載の化合物。
（項目６９）
　Ｒ３が、場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキルである、項目６７に記載の化合物
。
（項目７０）
　Ｒ３が、－ＯＲ８、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、または
アリールで場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シク
ロアルケニル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、項目６７に記載の化合物
。
（項目７１）
　Ｒ３が、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、またはアリールで
場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シクロアルケニ
ル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、項目６７に記載の化合物。
（項目７２）
　Ｒ３が、非置換Ｃ１～Ｃ２０アルキルである、項目６７に記載の化合物。
（項目７３）
　Ｒ３が、－ＯＲ８、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、または
アリールで場合により置換されたＣ５～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シク
ロアルケニル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、項目６７に記載の化合物
。
（項目７４）
　Ｒ３が、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、またはアリールで
場合により置換されたＣ５～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シクロアルケニ
ル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、項目６７に記載の化合物。
（項目７５）
　Ｒ３が、非置換Ｃ５～Ｃ２０アルキルである、項目６７に記載の化合物。
（項目７６）
　Ｒ３が、－ＯＲ８、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、または
アリールで場合により置換されたＣ７～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シク
ロアルケニル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、項目６７に記載の化合物
。
（項目７７）
　Ｒ３が、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、またはアリールで
場合により置換されたＣ７～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シクロアルケニ
ル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、項目６７に記載の化合物。
（項目７８）
　Ｒ３が、非置換Ｃ７～Ｃ２０アルキルである、項目６７に記載の化合物。
（項目７９）
　Ｒ３が、－ＯＲ８、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、または
アリールで場合により置換されたＣ１０～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シ
クロアルケニル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、項目６７に記載の化合
物。
（項目８０）
　Ｒ３が、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、またはアリールで
場合により置換されたＣ１０～Ｃ２０アルキルであり、各シクロアルキル、シクロアルケ
ニル、及びアリールが、Ｒ９で場合により置換される、項目６７に記載の化合物。
（項目８１）
　Ｒ３が、非置換Ｃ１０～Ｃ２０アルキルである、項目６７に記載の化合物。
（項目８２）
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　Ｒ３がヘプタデシルである、項目６７に記載の化合物。
（項目８３）
　Ｒ３が－ＯＲ７であり、Ｒ７がＣ１～Ｃ６アルキルである、項目６７に記載の化合物。
（項目８４）
　Ｒ６が、－Ｎ（Ｒ１１）２であり、各Ｒ１１が、独立して水素またはＣ１～Ｃ２０アル
キルである、項目５５～８３のいずれか１項に記載の化合物。
（項目８５）
　各Ｒ１１が、独立してＣ１～Ｃ２０アルキルである、項目８４に記載の化合物。
（項目８６）
　各Ｒ１１が、独立してＣ１～Ｃ６アルキルである、項目８４に記載の化合物。
（項目８７）
　Ｒ６が、－Ｎ（ＣＨ３）２である、項目５５～８３のいずれか１項に記載の化合物。
（項目８８）
　Ｒ４が、場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキルである、項目５５～８７のいずれ
か１項に記載の化合物。
（項目８９）
　Ｒ４が、非置換Ｃ１～Ｃ２０アルキルである、項目８８に記載の化合物。
（項目９０）
　Ｒ４が、場合により置換されたＣ１～Ｃ６アルキルである、項目５５～８７のいずれか
１項に記載の化合物。
（項目９１）
　Ｒ４が、非置換Ｃ１～Ｃ６アルキルである、項目９０に記載の化合物。
（項目９２）
　Ｒ４がメチルである、項目５５～８７のいずれか１項に記載の化合物。
（項目９３）
　Ｒ５が、場合により置換されたＣ１～Ｃ２０アルキルである、項目５５～９２のいずれ
か１項に記載の化合物。
（項目９４）
　Ｒ５が、非置換Ｃ１～Ｃ２０アルキルである、項目９３に記載の化合物。
（項目９５）
　Ｒ５が、場合により置換されたＣ１～Ｃ６アルキルである、項目５５～９２のいずれか
１項に記載の化合物。
（項目９６）
　Ｒ５が、非置換Ｃ１～Ｃ６アルキルである、項目９５に記載の化合物。
（項目９７）
　Ｒ５がメチルである、項目５５～９２のいずれか１項に記載の化合物。
（項目９８）
　Ｘ－がハロゲンであるか、またはＸ－がＩ－である、項目５５～９７のいずれか１項に
記載の化合物。
（項目９９）
　Ｒ７が水素である、項目５５～９８のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１００）
　Ｒ７が、－Ｎ（ＣＨ３）２である、項目５５～９８のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１０１）
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【化３０】

である、項目５５に記載の化合物。
（項目１０２）

【化３１－１】
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【化３１－２】

である、化合物。
（項目１０３）
　項目１～１０２のいずれか１項に記載の化合物と、許容される担体、賦形剤及び／また
は希釈剤とを含む、医薬組成物。
（項目１０４）
　ＡＴＰ産生の減少及び／または酸化ストレス及び／または脂質過酸化をもたらすミトコ
ンドリア機能の低下と関連する疾患の処置方法または抑制方法であって、このような処置
を必要とする対象に、有効量の項目１～１０２のいずれか１項に記載の１種以上の化合物
を投与することを含む、前記方法。
（項目１０５）
　前記疾患が、フリードライヒ失調症、レーベル遺伝性視神経症、カーンズ－セイヤー症
候群、ミトコンドリア脳筋症・乳酸アシドーシス・脳卒中様発作症候群、リー症候群、筋
萎縮性側索硬化症、ハンチントン病、アルツハイマー病及びパーキンソン病からなる群か
ら選択される、項目１０４に記載の方法。
（項目１０６）
　前記疾患が、フリードライヒ失調症である、項目１０４に記載の方法。
（項目１０７）
　呼吸鎖障害を伴うミトコンドリアの処置方法または保護方法であって、このような処置
を必要とする対象に、有効量の項目１～１０２のいずれか１項に記載の１種以上の化合物
を投与することを含む、前記方法。
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